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福
祉
避
難
所
と
は
、
要
援
護
者
の
た
め

に
特
別
に
配
慮
さ
れ
た
避
難
所
を
指
し
ま

す
。
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
場
合
、

都
道
府
県
ま
た
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
市

区
町
村
が
福
祉
避
難
所
を
設
置
す
る
と
、

お
お
む
ね
十
人
の
要
援
護
者
に
一
人
の
生

活
相
談
職
員
（
要
援
護
者
の
生
活
支
援
・

心
の
ケ
ア
・
相
談
支
援
等
を
行
う
上
で
専

門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
）
等
の
配
置
、

住
環
境
や
情
報
伝
達
機
器
の
整
備
、
支
援

に
必
要
な
紙
お
む
つ
等
の
消
耗
品
に
か
か

る
費
用
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

過
去
の
災
害
で
は
、
在
宅
や
一
般
避
難

所
で
の
生
活
が
困
難
な
要
援
護
者
に
つ
い

て
、
福
祉
施
設
や
病
院
に
搬
送
す
る
等
の

対
応
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
側

に
は
限
界
が
あ
り
、
福
祉
避
難
所
の
普
及

が
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
と
し
て
利
用
可
能
な
施
設

神
奈
川
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者

支
援
の
充
実
に
向
け
て

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
が
急
務
と
さ
れ
る
中
、
被
災
し
た
沿
岸
自
治
体
で
障
害
の
あ
る

方
々
の
被
害
が
際
立
つ
な
ど
、
徐
々
に
被
災
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
過

去
の
自
然
災
害
に
お
い
て
も
、
犠
牲
者
の
多
く
を
高
齢
者
が
占
め
た
こ
と
か
ら
、
災
害
時
、

特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
た
ち
へ
の
支
援
対
策
が
重
く
受
け
止
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
号
特
集
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
し
く
み
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
支
援
活
動
か
ら
み
え
る
、
今
後
の
取
り
組
み
課
題
を
考
え
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
動
向

　

災
害
時
要
援
護
者
（
以
下
、「
要
援
護

者
」）
と
は
、災
害
時
の
一
連
の
行
動
（
必

要
な
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把
握
し
、

災
害
か
ら
自
ら
を
守
る
た
め
に
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
等
）
を
取
る
の
に
支
援
を

要
す
る
方
を
指
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
・

乳
幼
児
・
妊
婦
・
難
病
患
者
・
人
工
透
析

患
者
・
外
国
人
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
三
月
、
国
は
「
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

改
訂
、
翌
年
三
月
に
は
「
災
害
時
要
援
護

者
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
」を
ま
と
め
、

市
区
町
村
に
よ
る
要
援
護
者
の
避
難
支
援

の
取
り
組
み
方
針
等
が
策
定
・
整
備
さ
れ

る
よ
う
働
き
か
け
ま
し
た
。

　

本
県
に
お
い
て
は
、
平
成
十
九
年
三
月

に
「
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
指
針
」
を
改
訂
し
、
平
常

時
か
ら
要
援
護
者
の
情
報
を
収
集
・
管
理
・

共
有
す
る
と
と
も
に
、
要
援
護
者
に
複
数

の
避
難
支
援
者
を
定
め
る
な
ど
、
要
援
護

者
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
応
じ
た
避
難
支

援
計
画
（
個
別
計
画
）
を
策
定
す
る
よ
う

市
町
村
に
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
状

で
は
、
個
別
計
画
を
策
定
・
更
新
し
て
い

る
自
治
体
は
、
全
体
の
一
八
・
二
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。【
下
図
参
照
】

　

要
援
護
者
の
避
難
支
援
者
に
は
、家
族
・

近
隣
住
民
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・

要
援
護
者（
要
援
護
者
同
士
に
よ
る
支
援
・

助
け
合
い
）
等
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
役
割
は
、
要
援
護
者
へ
の
避
難
情
報
の

伝
達
や
避
難
誘
導
、
避
難
所
で
の
ニ
ー
ズ

把
握
等
で
す
。

福
祉
避
難
所
の
設
置
と
活
用

　

国
の
方
針
で
は
、
市
町
村
の
要
援
護
者

支
援
の
一
つ
と
し
て
、
福
祉
避
難
所
の
設

置
・
活
用
を
掲
げ
、「
福
祉
避
難
所
設
置
・

運
営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
二

十
年
六
月
）」
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

－

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
の
取
り
組
み
か
ら

は
、
指
定
避
難
所
（
小
・
中
学
校
、
公
民

館
等
）、
老
人
福
祉
施
設
、
障
害
者
支
援
施

設
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
特
別
支
援
学
校
、
宿

泊
施
設
等
で
す
。
た
だ
し
、
本
来
の
施
設

機
能
に
支
障
を
来
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

開
設
期
間
を
原
則
七
日
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

発
災
時
の
速
や
か
な
福
祉
避
難
所
開
設

に
向
け
、
本
県
で
福
祉
避
難
所
を
指
定
し

て
い
る
市
町
村
は
二
十
六（
七
八
・
八
％
）、

九
百
四
十
九
カ
所
が
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。（
本
県
保
健
福
祉
局
調
べ
・
平
成
二

十
二
年
三
月
末
日
現
在
）

東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
災
害
時

要
援
護
者
支
援
の
取
り
組
み
か
ら

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
域
拠
点
で
あ

る
役
所
が
被
災
、
要
援
護
者
に
関
わ
る
デ

ー
タ
も
全
損
す
る
な
ど
、
想
定
を
超
え
た

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
要
援
護
者
の
基
礎

情
報
が
失
わ
れ
た
状
況
下
、
混
乱
す
る
被

災
地
で
は
、
要
援
護
者
の
状
況
把
握
か
ら

支
援
を
出
発
し
、
本
県
の
福
祉
関
係
者
も

全
国
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
と
共
に
、
そ
の

一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

報
告
１　

要
援
護
者
の
情
報
集
約

　

（Ｎ）
神
奈
川
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

は
、
県
内
の
意
志
あ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
募
り
、「
か
な
が
わ
ケ
ア
マ
ネ
隊
」
を

結
成
。
第
一
次
活
動
（
四
月
十
一
日
〜
五

月
十
一
日
）
と
し
て
、
宮
城
県
石
巻
市
と

女
川
町
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

支
援
活
動
は
、
石
巻
市
に
よ
る
要
援
護

者
の
把
握
（
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
）
へ
の
参
加

6
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個別計画の策定

全体計画の策定

災害時要援護者
名簿の整備

神奈川県内市町村の災害時要援護者支援対策状況

（総務省消防庁調査結果より本会作成　H23.4.1現在）

策定済 策定中・策定予定 未着手
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な
高
齢
者
の
福
祉
避
難
所
「
生
出
炭
の
家

宅
老
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
市
は
福

祉
避
難
所
を
事
前
に
指
定
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
福
井
県
の
緊
急
消
防
援
助
隊

の
派
遣
を
き
っ
か
け
に
、
福
井
県
勝
山
市

の
協
力
を
得
て
、
開
所
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
一
機
関
の
み
に
よ
る
支
援
で

は
難
し
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
五
月
以
降
の

運
営
を
㈳
全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
の
被

災
地
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
（医）

青
山
会
（
三
浦
市
）
に
委
託
し
、同
法
人
・

三
浦
市
社
協
・
横
浜
市
老
人
保
健
施
設
連

絡
協
議
会
等
の
混
成
チ
ー
ム
に
よ
り
、
六

月
十
五
日
ま
で
の
間
、
そ
の
機
能
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
「
生
出
炭
の
家
宅
老
所
」
の
支
援
目
的

は
、
仮
設
住
宅
等
で
生
活
を
再
開
で
き
る

よ
う
心
身
機
能
の
維
持
を
図
る
こ
と
、
一

時
的
な
福
祉
施
設
入
所
の
受
け
入
れ
先
の

確
保
に
向
け
た
連
絡
調
整
等
で
す
。

　

現
地
で
活
動
し
た
漆
間
伸
之
さ
ん
（
横

浜
市
老
人
保
健
施
設
連
絡
協
議
会
副
会

長
）
は
、「
被
災
し
た
家
族
が
生
活
を
再

建
す
る
た
め
に
も
、
支
援
が
必
要
な
高
齢

者
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難
所

の
役
割
は
大
き
い
」
と
し
、
さ
ら
に
運
営

面
で
は
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。

報
告
３　

 

県
外
の
派
遣
職
員
と
の
連
携

　

宮
城
県
石
巻
市
で
障
害
者
施
設
等
を
運

営
す
る
（福）
石
巻
祥
心
会
は
、
発
災
後
、
浸

に
始
ま
り
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
へ
の
訪

問
、
女
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
協
働
に
よ
る
高
齢
者
の
生
活
課
題
の
調

査
等
へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。
女
川
町
介

護
福
祉
課
か
ら
「
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
疲

労
を
た
め
込
む
職
員
も
守
り
た
い
。
何
よ

り
も
人
手
が
必
要
」
と
の
声
を
受
け
、
現

在
、第
三
次
活
動
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
、
全
体
的
な
情
報
集
約
に

時
間
が
か
か
り
、
効
果
的
な
支
援
体
制
を

構
築
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
同
協
会
の
阿
部
充
宏
理
事
長
は
「
要

介
護
者
と
日
常
的
に
関
わ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
発
災
時
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

生
か
し
て
、
ど
の
よ
う
に
情
報
集
約
に
関

わ
っ
て
い
く
べ
き
か
。
本
県
に
お
い
て
も

検
討
し
て
い
く
」
と
課
題
を
持
ち
帰
っ
て

い
ま
す
。

報
告
２　

 

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
は
四
月
五
日
、

被
害
の
少
な
か
っ
た
生
出
地
区
の
炭
焼
き

体
験
施
設
を
利
用
し
、
特
に
配
慮
が
必
要

SPECIAL

水
を
免
れ
た
事
業
所
を
福
祉
避
難
所
と
し

て
開
放
し
、
病
院
を
退
院
し
た
方
や
、
一

般
避
難
所
で
の
生
活
が
難
し
い
障
害
当
事

者
と
そ
の
家
族
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
被
災
し
た
障
害
者
向
け
の
仮
設
住

宅
の
建
設
を
進
め
、そ
の
開
所
ま
で
の
間
、

福
祉
避
難
所
の
運
営
を
続
け
ま
し
た
（
七

月
三
日
閉
所
）。

　

神
奈
川
県
知
的
障
害
施
設
団
体
連
合
会

は
四
月
十
日
よ
り
職
員
を
派
遣
し
、
延
べ

八
百
五
十
一
名
の
施
設
職
員
が
現
地
支
援

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
と
の
調
整
役
を
担
っ
た
、
同
連

合
会
の
森
下
浩
明
さ
ん
（
（福）
み
な
と
舎
）

は
、「
刻
一
刻
と
変
化
す
る
現
地
の
状
況

に
つ
い
て
、
短
期
間
で
入
れ
替
わ
る
県
外

か
ら
の
派
遣
職
員
も
情
報
共
有
し
、
共
通

認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
」と
し
て
い
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者

支
援
に
向
け
て

　

前
述
の
本
県
指
針
は
、「
発
災
直
後
は

公
助
・
共
助
の
し
く
み
が
一
時
的
に
混
乱

し
、
本
格
的
な
活
動
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
を
念
頭
に
、
自
助
・
共
助
・
公
助
に
つ

な
が
る
一
連
の
取
り
組
み
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
防
災
計
画
の
見
直
し
が
急
務
と

さ
れ
る
中
、一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
と
、

要
援
護
者
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
こ
と
の
な
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
向
け
て
、
本
会

に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

通
し
て
、
災
害
時
対
応
の
情
報
交
換
や
、

全
国
レ
ベ
ル
の
連
携
の
促
進
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

被災地支援に関わる方へのメッセージ

独立行政法人神奈川県立病院機構
神奈川県立こども医療センター
　児童思春期精神科部長　新井 卓

「支援者も心のケアを大切に」
　今回の東日本大震災では、地震・津波に加えて原
子力発電所の放射能被害と、これまでに例をみない
多くの方々が被災されています。そして、さまざま
な領域で支援者の活動も繰り広げられています。被
災された方々の心のケアが必要なことはもちろんで
すが、ここで忘れてはならないのは、支援者の心の
ケアも重要だということです。
　支援者は、その使命感からくる過度の活動や自ら
が被災から免れたことに対する罪責感など、さまざ
まな心理的ストレスにさらされているといえます。
数多くの被災体験を連日傾聴するだけで、いわば二
次的な心的外傷を体験することになるともいわれて
います。支援者はこうした心理的状態に陥る可能性
を知っておくこと、支援者自身も心理的ケアを受け
ることに寛容であることが求められるでしょう。こ
うした準備があって初めて、本当の意味での支援者
となれるのかもしれません。

被災した高齢者の訪問記録は一
日80件以上あり、情報集約にか
かる事務負担も大きい

※ 

同
協
会
で
は
、
被
災
地
で
の
活
動
報
告
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

 

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.care-m

anager.or.jp/
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去
る
七
月
二
日
、
横
浜
弁
護
士
会
の

主
催
で
、「
震
災
を
受
け
た
子
ど
も
と

家
族
の
心
の
ケ
ア
―
い
ま
大
人
は
子
ど

も
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
七
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
後
、「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
」
を
五
年
間
の
期
限
付
き
で

立
ち
上
げ
て
お
り
、
そ
の
際
、
臨
床
心

理
士
と
し
て
仮
設
住
宅
を
訪
問
す
る
な

ど
の
活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
、
堀
口
節

子
さ
ん
（
（Ｎ）
ひ
ょ
う
ご
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
）が
そ
の
経
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
自
分
の
経
験
や
感
情
を

言
葉
で
上
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
行
動
や
体
調
に
変
化
が
表
れ

る
こ
と
が
多
く
な
る
そ
う
で
す
。「
被

震
災
後
の
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア

を
考
え
る
講
演
会
開
催

障
害
者
相
談
支
援
専
門
員
現

任
研
修
へ
の
提
案
ま
と
ま
る

災
後
の
慌
た
だ
し
い
生
活
の
中
で
、
子

ど
も
が
落
ち
着
い
て
過
ご
し
て
く
れ
れ

ば
大
人
に
と
っ
て
助
か
る
面
も
あ
る

が
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で
き
な
い
と
、

子
ど
も
の
心
の
傷
は
深
ま
っ
て
い
く
」

と
堀
口
さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。
特
に
思

春
期
に
あ
る
場
合
、
素
直
に
思
い
を
語

る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
気
持
ち
を
共

有
し
合
え
る
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
な

ど
、
工
夫
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

　

震
災
時
の
映
像
が
繰
り
返
し
流
さ
れ

る
こ
と
の
影
響
に
つ
い
て
は
、「
目
か

ら
入
る
情
報
は
刺
激
が
大
き
い
。
ど
う

し
て
も
気
に
な
る
内
容
な
ら
、
耳
か
ら

入
れ
て
は
ど
う
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
県
に
避
難
す

る
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
、
被
災
者
同

士
が
つ
な
が
る
場
づ
く
り
を
提
案
し
、

「
地
区
社
協
な
ど
と
連
携
し
て
、
地
域

の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
い

い
」
と
説
明
を
加
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
権
利
委
員
会
委
員
長
の
高

橋
温
さ
ん
（
横
浜
弁
護
士
会
）
か
ら
は

「
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
の
『
今
』
の

思
い
に
寄
り
添
い
、
共
に
考
え
、
解
決

し
て
い
け
る
か
。
そ
こ
に
尽
き
る
と
思

う
」
と
ま
と
め
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
に
向
き
合
う
姿
勢
の
大
切
さ

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

平
成
十
八
年
度
施
行
の
「
障
害
者
自

立
支
援
法
」
で
は
、「
相
談
支
援
事
業
」

が
市
町
村
の
責
務
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
就
労
・
教
育
の
分
野
に

お
け
る
相
談
支
援
・
介
護
等
の
実
務
経

験
を
有
し
た
相
談
支
援
専
門
員（
以
下
、

「
専
門
員
」）
が
、
障
害
の
あ
る
方
や
家

族
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
連

絡
調
整
や
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作

成
等
の
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
求
め
て
い
る
こ
と
や
抱
え

る
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
必
要

に
応
じ
て
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に

結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
相
談

支
援
の
体
制
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
相
談
支
援
の
中
核
を
担
う
専
門
員

へ
の
期
待
は
、
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る

と
と
も
に
、
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
の
で

き
る
専
門
性
を
ど
う
担
保
し
て
い
く
か

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
員
に
は
資
質
向
上
を
目
的
に
、

初
任
者
研
修
・
現
任
研
修
の
受
講
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
都

道
府
県
（
政
令
指
定
都
市
）
ご
と
に
研

修
内
容
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
内
容
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
、
受
講
者
層
が
さ
ま

ざ
ま
で
研
修
ニ
ー
ズ
に
ず
れ
が
あ
る
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
専
門
員
の
多
く
が

求
め
て
い
る
、
相
談
業
務
に
役
立
つ
知

識
・
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
適
切
な

指
導
・
助
言
を
十
分
に
受
け
づ
ら
い
状

況
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
研
修
の
あ
り

方
を
見
直
し
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
こ

う
と
、
本
県
の
研
修
で
講
師
等
を
担
っ

て
き
た
官
民
の
関
係
者
が
中
心
と
な
り

活
動
す
る
、
（Ｎ）
か
な
が
わ
障
が
い
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従
事
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
、
厚
生
労
働
省
の
補
助
を
受
け
、
研

修
の
効
果
的
な
実
施
方
法
や
受
講
者
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
調

査
研
究
し
、
提
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

「生き残ったことへの自責の念を訴える
子どもは多い」と、子どもの苦しみの大
きさを訴える堀口さん

提案された現任研修カリキュラム案と専門コース別研修案
との関係図（研究報告書より本会作成）

現
任（
更
新
）研
修

1日目
（相談支援）

インテークからプラン
作成までの相談支援プ
ロセスの流れ、各場面の
役割を理解する

2日目
（チームアプローチ）

本人を中心とした支援を展
開していくために必要な「イ
ンフォーマルサービス」「他
職種連携」等を理解する

３日目
（コミュニティワーク）

個別事例→地域自立支
援協議会報告→社会資
源の調整・開発方法等
を理解する

個人・グループワークの中から得られた新たな視点を踏まえ、日ごろの業務を振り返り、
自身の課題や地域へのアプローチ方法を検証する

専
門
研
修

現任（更新）研修後、必要な知識等を専門研修で学ぶ（初任者研修後でも可）

障害児
支援

権利擁
護/成年
後見

現任
スキル
アップ

スーパー
ビジョン

地域移
行/定着
・触法

セルフ
マネジ
メント

…など

※相談支援専門員が、業務を行う上で必要と思われる内容を研修に組み入れる
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福祉福祉ののうごきうごき
2011年 6月30日~ 7 月29日

●貧困率16％、過去最高
　　 　厚生労働省が７月12日に公表した「平成22年

国民生活基礎調査」で、相対的貧困率が16.0％、
17歳以下の子どもの貧困率15.7％と、1985年以
降、最も高くなったことが分かった。相対的貧
困率とは、可処分所得（家計が手にする所得か
ら税金・保険料等を引いた、自由に使える所得
や貯蓄）を多い方から順に並べ、真ん中の値の
半分に満たない人の割合を指す。その基準とな
る値は「貧困線」と呼ばれ、同調査では112万円、
特に母子家庭の収入の低さが目立っている。

● ボランティア活動拠点「かながわ金太郎ハ
ウス」開設

　　 　本県は７月24日、県内から被災地を訪れてボ
ランティア活動をする人たちの拠点となる宿泊
施設を岩手県遠野市に開設した。当面は、神奈
川県バス協会の協力を得て運行している「ボラ
ンティアバス」と連携した運用を行う。

　　 〈ボランティアバスの参加申込先〉かながわ東日
本大震災ボランティアステーション事務局

　　☎045－312－1121（内4141）
　　URL　 http://ksvn.jp/category/news/
　　　　　volunteer_comeon

● 高齢者人口のうち、一人暮らし世帯割合の
上昇続く

　　 　「平成22年国勢調査【抽出速報集計結果】」が
６月29日に公表され、一人暮らし世帯が1588万
５千世帯と最も多く、一般世帯の３割を超えた
ことが分かった。65歳以上の人口は、前回調査
時（平成17年）に比べ14.1％増の23.1％と世界
で最も高く、一人暮らし世帯人口が15.6％を占
め、上昇し続けている。本県の65歳以上の人口
のうち、一人暮らし世帯の占める割合は16.4％
で、全国水準より高い値となっている。

一般社団法人

福祉施設経営相談室　税務・会計の専門相談員

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

　

研
究
で
は
、
先
行
研
究
を
も
と
に
研

修
に
お
け
る
課
題
を
、
①
単
に
サ
ー
ビ

ス
調
整
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
の
考
え
の
も
と
利
用
者
支

援
を
行
う
、
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
研

修
内
容
の
検
討
、
②
自
己
の
振
り
返
り

の
機
会
や
指
導
・
助
言
を
得
る
機
会
の

確
保
、
③
基
礎
的
な
内
容
を
繰
り
返
し

受
講
す
る
こ
と
の
で
き
る
更
新
研
修

と
、
繰
り
返
し
受
け
る
意
味
の
あ
る
全

国
標
準
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
提
案
、
④

こ
れ
ま
で
の
研
修
か
ら
の
つ
な
が
り
が

意
識
で
き
る
専
門
研
修
の
実
施
と
、
そ

れ
を
含
め
た
研
修
の
体
系
化
の
四
点
に

整
理
し
ま
し
た
。

　

課
題
を
踏
ま
え
、
現
任
研
修
（
初
任

者
研
修
終
了
後
五
年
内
に
受
講
）
に
つ

い
て
は
、
基
礎
的
な
内
容
を
繰
り
返
し

受
講
で
き
る
更
新
研
修
と
位
置
付
け
、

相
談
支
援
、
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
手
法
を
、
講
義

と
演
習
、
実
践
に
よ
る
自
己
の
振
り
返

り
に
よ
り
確
認
す
る
内
容
と
し
た
「
現

任
研
修
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
」
を
作

成
。
併
せ
て
、効
果
的
な
実
施
に
向
け
、

研
修
担
当
者
等
へ
の
「
研
修
の
つ
く
り

方
」
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
試
行
的
研
修
の
受
講
生
へ
の

面
接
調
査
か
ら
、
専
門
員
に
必
要
な
六

つ
の
専
門
研
修
を
抽
出
し
、
研
修
の
概

要
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
作
成
。
受
講

生
個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
が
図
れ
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

法
改
正
に
お
け
る
検
討
で
も
、
相
談

支
援
の
充
実
に
向
け
た
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
障
害
の
あ
る

方
の
主
体
性
や
自
己
決
定
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
の
で

き
る
相
談
支
援
の
実
現
に
向
け
、
専
門

員
の
日
々
の
研
讃
を
支
え
る
し
く
み
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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防寒シートや防災ブラン
ケットも役に立つので、
季節を問わず常備してお
くとよいでしょう。周り
の目が気になる赤ちゃん
の授乳時にも使えます。

❖ 家族の安否確認の手段を決めておく

　地震発生時、家族が一緒にいるとは限りません。普段
から家族一人ひとりが名前・住所・電話番号・血液型な
どを書いた「緊急連絡カード」を持ち歩き、家族の集合
場所を決めておきます。また「災害用伝言ダイヤル」「携
帯電話災害用伝言板」を利用できるようにしておくこと
も大切。毎月１日、15日と防災週間（８月30日～９月５
日）には体験利用ができるので、家族で試してみてはい
かがでしょう。横浜市民防災センターでは地震体験、火
災の煙や暗闇体験ができます。親子で災害について考え
るきっかけになり、心構えもできそうです。

親子におすすめの地震対策
日ごろからの備えが重要！

　文部科学省の地震調査委員会の発表（2011年６月）
によると、今後30年以内にマグニチュード（Ｍ）７程
度の南関東地震が起こる確率は70％、Ｍ８程度の東海
地震が起こる確率は87％とされています。
　９月１日は「防災の日」。この機会にいま一度、親子
で防災について話し合い、日ごろの備えを確認してお
きましょう。今回は「横浜市民防災センター」の方に
どのような備えが必要か伺いました。

■横浜市民防災センター
横浜市神奈川区沢渡４－７　☎045－312－0119
午前９時30分～午後４時30分
休館日は第３月曜日（祝日の場合は翌日）
ＵＲＬ　http://www.city.yokohama.lg.jp/shobo/bousai/
■神奈川県総合防災センター
厚木市下津古久280　☎046－227－1700
午前９時～午後５時
休館日は月曜（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日（土・日曜の
場合は開館）
ＵＲＬ　http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f5115/
■ＮＴＴ災害用伝言ダイヤル　☎171
　災害発生時に案内に沿って伝言を録音・再生できます

　1993年、子育て中のお母さんが集まり、子育てタウン情報誌
「ままとんきっず」を発行。子育て支援センターや、親子が集
うサロンの運営、各種講座の開催など、子育て支援活動を展開。
情報誌・単行本の発行物は40冊を超え、一部は海外でも翻訳
出版。最新刊『子育てしながら輝いて生きる─０～６歳育児を
楽しくするママたちの声─』も大好評。2010年の内閣府「チャ
イルド・ユースサポート章」を受賞。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤３－５－43
　　　　　TEL／FAX　044－945－8662
　　　　　URL　http://www.mamaton.jpn.org/

今月は ⇨ ＮＰＯ法人
 ままとんきっず　がお伝えします!

❖ 地震が起きても安全・安心な部屋に

　日ごろの備えとして、まず確認したいのは、家の中が
安全かどうかです。家具を転倒防止器具で固定する、ガ
ラスに飛散防止フィルムを張る、食器棚に扉開き防止器
具を取り付ける、テレビを粘着マットで固定する等の対
策を行いましょう。また、寝室や子どもがいる部屋には、
なるべく家具を置かないようにすることも大切です。

❖ 各家庭で３日分の水と食料を確保

　地震が起きた直後は水や食料が手に入りにくく、避難
所の備蓄品は数に限りがあるため、各家庭で３日分の水
と食料を備えておきましょう。飲料水は一人あたり、１
日３リットルが目安。食料は簡単に調理できる保存食品
が便利です。赤ちゃんがいる家庭では粉ミルク、レトル
トや瓶詰の離乳食を備蓄しておきましょう。
　また、トイレの備えもあると安心。断水時に家のトイ
レでも使える処理袋と凝固剤付きの携帯トイレ、ダン
ボール箱やバケツを利用して簡単に設置できる簡易トイ
レなど、快適に使用でき、衛生的に処分できます。
　非常用持出品としては、食事用具・衣類・清潔維持用
品・医薬品・貴重品など、すぐに持ち出せる場所に置い
ておきます。赤ちゃんがいる家庭は避難するときの安全
を考えて、リュックに哺乳びんや紙おむつを含めて必要
最低限のものを詰め、衣類や紙おむつは成長に合わせて
入れ替えておきましょう。雨や風から身を守るアルミの

左から、家具の前下部に敷い
て転倒防止するゴム状の安定
板、家具の転倒防止ポール、
食器棚の中に敷いて食器の落
下を防止する滑り止めシー
ト、家具の転倒防止ベルト。
防災用品や保存食品はホーム
センターなどで手に入る

軽量・コンパクトなので、
家族の人数分を用意したい
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公益社団法人認知症の人と家族の会神奈川県支部
　　代表　杉山　孝博
　昭和55年に京都で発足した「呆け老人をか
かえる家族の会」が、平成18年に改称。認知
症になっても安心して暮らせる社会の実現を
目指し、つどい・電話相談・普及啓発等を行う。

〈連 絡 先〉　 川崎市幸区南幸町１－31グレース川崎203号
　　　　　　☎／℻  044－522－6801

PROFILE

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日頃の取り組みをご寄稿いただきます。

認知症になっても笑顔で暮らしたい
　数年前、映画「明日の記憶」が公開されたころから、
若年期の認知症の問題が、マスメディアで取り上げられ
る機会が増えてきました。
　65歳未満で発症する「若年期認知症」は、男女ともに
働き盛りの世代であるため、経済的な問題はもとより、
親の介護、子どもの問題、住宅ローンの問題など、老年
期発病の場合とは異なる問題があります。
　また、社会の第一線で働いてきた当事者にとって、認
知症になったという現実を受け止めることは、容易なこ
とではありません。若年期認知症の場合、40歳から介護
保険制度を利用できますが、大部分のサービスが高齢者
を対象に運営されており、使いたいサービスがほとんど
ないのが実情です。体が元気で活動的な若年期の人に
とっては、スポーツなどで体を動かしたり、外に出掛け
たり、社会とかかわることで生きがいを持って生活でき
る場が必要です。
　「公益社団法人 認知症の人と家族の会 神奈川県支部」
では、若年期認知症の本人や家族が孤立せず、共に励ま
し合う場をつくりたいと考え、交流の場を育んできまし
た。平成13年に家族交流会と講演、介護体験の発表の場
としてスタートした「つどい」も、次第に回数を増やし、

今では２カ月に一度行っています。平成19、20年度には、
月に一度芸術療法（アートセラピー）を行い、家族同士、
本人同士に交流が生まれてきました。
　これらの活動を通じて、本人と家族がそろってできる
レクリエーションがあるといいという声に応え、平成21
年５月に発足したのが「木曜会」です。この会では、当
事者が自分たちでプログラムを考え、四季折々の公園を
散策したり、ミニコンサートを楽しんだり、料理や陶芸
に挑戦したり、さまざまな体験をしてきました。それぞ
れの方の性格や好み、要介護度も違うので、プログラム
の内容には頭を悩ますところですが、参加者の笑顔で、
お互いが元気になれる時間です。
　これからの課題は、遠くて参加できない地域の人への
支援をどうするかという点ですが、今年度から、横須賀
で若年期のつどいがスタートするなど、少しずつ進展を
しています。
　「木曜会」の活動は、当事者が主体となることで、サポー
ターが少人数でも運営できるというモデルケースになる
と思います。身近な場所で参加できる、このような活動
が増えることで、認知症になっても、本人も家族も笑顔
で暮らせる日が来ることを願っています。

（文：世話人　西村典子）
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個
性
化
・
多
様
化
の
時
代

　

こ
の
時
期
、
経
済
的
に
は
円
高
に
よ
る
輸
出
産
業

の
危
機
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
頃

か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
景
気
と
呼
ば
れ
る
、
長

期
好
況
の
時
期
が
平
成
二
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

国
民
生
活
の
重
点
は
、
量
か
ら
質
へ
と
移
行
し
、

よ
り
個
人
の
趣
向
に
あ
っ
た
生
活
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
結
果
、
個
性
化
・
多
様
化
が
進
み
、
家
庭
や

個
人
に
多
く
の
ゆ
が
み
が
表
面
化
し
て
き
た
こ
と

が
、
昭
和
六
十
年
の
国
民
生
活
白
書
で
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
結
婚
生
活
期
間
の
長
い
夫
婦
の
離
婚
が
増

え
、
母
子
世
帯
・
父
子
世
帯
の
増
加
が
社
会
問
題
と

な
っ
た
ほ
か
、
精
神
疾
患
の
患
者
数
の
増
加
や
自
殺

率
の
上
昇
な
ど
の
問
題
も
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
の
高
齢
化
が
一
層
進
む
と
と
も
に
、
核

家
族
化
も
進
み
、
地
域
や
家
庭
に
お
け
る
在
宅
福
祉

活
動
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

市
町
村
社
協
へ
の
支
援

　

本
会
で
は
昭
和
四
十
五
年
、
発
足
十
年
の
組
織
改

革
で
設
置
し
た
「
問
題
別
委
員
会
」
を
廃
止
し
、
総

合
的
な
見
地
か
ら
調
査
研
究
を
行
う
「
総
合
研
究
委

員
会
」
を
設
置
。
昭
和
五
十
六
年
に
地
域
社
協
と
の

関
係
に
お
け
る
県
社
協
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
研

究
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
市
町
村
社
協
へ
の
職

員
派
遣
を
、
県
社
協
と
市
町
村
社
協
の
関
係
を
発
展

さ
せ
る
た
め
の
突
破
口
と
し
て
高
く
評
価
す
る
と
と

四
十
五
日
と
い
っ
た
具
合
に
、
非
常
に
手
厚
く
行
っ

て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

活
動
推
進
計
画
を
策
定

　

昭
和
六
十
二
年
に
は
、
県
が
「
か
な
が
わ
福
祉
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
本
会
も
そ
れ
と
連
動
性
を
持
た

せ
た
、
初
め
て
の
「
活
動
推
進
計
画
」
を
昭
和
六
十

三
年
三
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」

「
地
域
福
祉
推
進
主
体
の
活
動
基
盤
の
強
化
と
主
体

間
調
整
」「
福
祉
意
識
の
醸
成
」
の
三
つ
の
目
標
を

掲
げ
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
主
体
（
実
践
体
）
と

し
て
、「
市
町
村
社
協
」「
施
設
経
営
団
体
・
社
会
福

祉
施
設
」「
民
生
委
員
児
童
委
員
」「
保
護
司
」「
当

事
者
団
体
・
グ
ル
ー
プ
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
グ
ル

ー
プ
）」「
県
民
」
の
七
つ
を
取
り
上
げ
、
そ
う
し
た

主
体
と
県
社
協
が
協
働
し
て
い
く
と
い
う
視
点
で
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
施
設
経
営
団
体
・
社
会
福
祉

施
設
」
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、「
地
域
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
推
進
方
策
の
研
究
」「
処
遇
困
難
ケ
ー
ス
や

新
し
い
課
題
に
関
す
る
研
究
及
び
研
修
の
場
づ
く

り
」
な
ど
を
実
施
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

処
遇
困
難
ケ
ー
ス
の
研
究

　

同
計
画
に
基
づ
い
て
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
母
子

寮
・
更
生
施
設
・
児
童
福
祉
施
設
・
心
身
障
害
福
祉

施
設
な
ど
に
お
け
る
、
処
遇
困
難
ケ
ー
ス
の
研
究
会

が
相
次
い
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。「
神
奈
川
県
に
お

け
る
救
護
・
更
生
施
設
等
の
現
状
と
課
題
」
を
副
題

と
し
た
研
究
会
報
告
書
で
は
、「
活
動
推
進
計
画
の

も
に
、今
後
の
拡
大
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
に
基
づ
い
て
、
昭
和
五
十
八
年
に
「
地

域
福
祉
推
進
体
制
事
業
」、昭
和
五
十
九
年
に
は
「
地

域
福
祉
推
進
事
業
」
と
し
て
、
市
町
村
社
協
へ
の
支

援
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昭
和
五
十
六

年
当
時
の
職
員
派
遣
を
み
る
と
、
愛
川
町
社
協
へ
は

法
人
化
準
備
支
援
な
ど
で
年
間
百
七
十
一
日
、
小
田

原
市
社
協
に
は
地
区
社
協
の
活
性
化
な
ど
で
年
間
百

福
祉
社
会
を
ひ
ら
く
〜
県
社
協
60
年

　

昭
和
五
十
六
年
か
ら
平
成
二
年
の
間
、
個
性
や
多
様
性
を
求
め
る
時
代
へ
と
移
り
変
わ
り
、
福

祉
分
野
に
お
い
て
も
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
心
を
市
町
村
に
位
置
付
け
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
特
性
に
合
う
活
動
の
あ
り
方
を
施
策
化
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

本
会
は
初
め
て
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
、
市
町
村
社
協
や
福
祉
施
設
と
の
協
働
を
進
め
る
一
方
、

全
国
の
先
駆
け
と
な
っ
た
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

【
第
五
回
】
ニ
ー
ズ
把
握
か
ら
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
へ

 

（
昭
和
五
十
六
年
〜
平
成
二
年
頃
）



平成２年、県福祉プラザが相談・情報・
学習・福祉機器等展示の４つの基本機能
を備え、人生80年時代の県民にむけたセ
ンターとして開設されました

（年表）主な動き
（昭和56年～平成２年）

昭和56. 1 国際障害者年推進本部設置

4 本会から地域社協への職員派
遣を本格実施

昭和57. 3 中国残留日本人孤児問題懇談
会発足

昭和58. 5 市町村社協法制化

昭和60. 4 県ホームヘルプ協会設立

昭和61. 4 チェルノブイリ原子力発電所
事故

昭和62. 2 県「かながわ福祉プラン」策定

昭和62. 4 国鉄分割民営化

昭和63. 3 本会「在宅福祉サービス事業
連絡会」開催

平成 1 . 3 老人給食活動交流集会開催

平成 2 . 4 県福祉プラザ、県福祉研修研
究センター設置
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ニ
ー
ズ
を
把
握
し
協
働
で
解
決
を
目
指
す

　

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
は
、
相
談
な
ど
か

ら
把
握
さ
れ
た
生
活
課
題
を
、
相
談
者
一
人
の
個
人

的
な
問
題
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
汲
み
上
げ
、
解
決
を
目
指
し
て
協
働

の
取
り
組
み
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
施
設
関
係
者
に
よ
る
処
遇

困
難
ケ
ー
ス
の
検
討
に
お
い
て
も
、
施
設
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
べ
き
か
と
い
う
自
ら
の
課
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
社
会
資
源
と
の
連
携
に
も
踏

み
込
ん
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
視
点
は
社
協
活
動
の
原
点
と
い
え
る
も

の
で
す
。「
社
会
福
祉
協
議
会
」
と
は
本
来
、
地
域

社
会
の
ニ
ー
ズ
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
協
働
に
よ

っ
て
解
決
を
目
指
し
て
い
く
「
場
」
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
今
後
の
本
会
活
動
の
推
進

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

動
き
が
あ
り
、
本
会
は
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
昭

和
五
十
七
年
に
「
精
神
衛
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
委

員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
が
地
域

で
生
活
し
て
い
く
上
で
は
、
同
じ
地
域
に
住
む
生
活

者
の
視
点
か
ら
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
障
害
当
事
者
・
家
族
・
医

療
・
保
健
関
係
者
な
ど
が
委
員
と
な
り
、
受
講
生
が

精
神
障
害
の
あ
る
方
を
具
体
的
に
支
え
て
い
く
活
動

を
行
っ
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
し

た
。
昭
和
五
十
九
年
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
精
神
衛

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
開
講
し
、こ
の
講
座
は
、

「
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
と
し
て
、
市
町

村
社
協
を
中
心
に
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
受
講
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
相

次
い
で
生
ま
れ
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
「
県
精
神
保

健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
の
結
成
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
、
こ
の
計
画
に
参
加
す
る
数
多
い
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
し
て
我
々
更
生
福
祉
分
科
会
に
は
、
ま
ず

施
設
の
基
本
能
力
の
充
実
強
化
を
課
題
と
し
て
、
処

遇
向
上
の
た
め
の
専
門
性
の
充
実
強
化
、『
処
遇
困

難
ケ
ー
ス
の
研
究
』
と
し
て
問
題
提
起
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
わ
が
更
生
福
祉
分
科
会
に
お
い
て
は
、
従

来
、
問
題
別
研
究
会
と
し
て
、『
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

者
対
策
研
究
会
』
お
よ
び
『
精
神
障
害
者
対
策
研
究

会
』
を
設
け
て
研
究
会
を
積
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
が
、
上
記
の
よ
う
な
提
案
と
主
旨
を
ふ
ま
え
、

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
九
日
の
総
会
で
、
六
十
三

年
度
は
精
神
障
害
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
そ
の
他
を

総
合
的
に
対
象
と
す
る『
処
遇
困
難
ケ
ー
ス
研
究
会
』

を
設
け
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
て
対
象
者
の
処
遇
向

上
と
計
画
の
推
進
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
十
四
名
の
研
究
会
委
員
に
よ
り

論
議
を
深
め
、「
施
設
の
設
備
・
機
能
・
準
拠
法
な

ど
の
問
題
」「
職
員
の
能
力
・
資
質
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・

組
織
な
ど
の
問
題
」「
医
療
を
は
じ
め
他
社
会
資
源

と
の
連
携
に
つ
い
て
」
の
三
つ
の
提
言
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

　

当
時
、
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
で
対
応
す

る
生
活
福
祉
相
談
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
の
中
に
、

精
神
障
害
の
あ
る
方
か
ら
「
話
し
相
手
が
ほ
し
い
」

「
働
き
た
い
」
等
の
相
談
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
し
た
。
㈶
県
社
会
復
帰
援
護
会
で
は
「
精
神

衛
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
の



県社協の
ひ ろ ば

〈研究発表・優秀賞〉
演　題　名 法人名／施設名 発表者／共同発表者

施設全体で褥瘡治療のスキルアップを目指して！
～そのアプローチの一つとしてのポジショニング～

(福)敬愛／特別養護老人
ホームけいあいの郷緑園 小沼敦

『予約だよ～』～フットケアから学んだこと～ (福)竹生会／芭蕉苑介
護老人福祉施設

青木千秋／吉野
広美

一人ひとりを大切にするコミュニケーション
ご利用者・職員間の言葉のギャップ

(福)神奈川県社会福祉
事業団／横須賀老人
ホーム

可香未来子

プリセプターシップの導入
～共に学び、共に成長する！～

(福)若竹大寿会／介護
老人福祉施設わかたけ
富岡

伊東英美／中西
亮子

『大間の鮪寿司』への挑戦!!
15か月ぶりの経口摂取への取り組み

(福)奉優会／特別養護老
人ホームかわいの家

工藤晴美／下元
昌平、畑一道

良質な眠りへのとりくみ
「眠りスキャン」活用による睡眠の分析

(福)清光会／特別養護老人
ホーム新横浜さわやか苑

佐藤登／佐々木
庸之

命の支援・感動のストーリー
「ありがとう」が施設のターミナルケアを支える

(福)寿／グリーンヒル
泉横浜

野中透／開正光、
山口皜、川畑智
恵美

医療行為を要するご利用者様のニーズ
に応えるために

(福)若竹大寿会／介護老
人福祉施設わかたけ富岡 中里知広

ジュースであなたのおしっこはきれい
になる

(福)大和清風会／高齢者
介護福祉施設サンホーム鶴間

山野美津子／中
村栄子

不適切なことしてない？
権利擁護を踏まえたケアを思い出す取り組み

(福)中川徳生会／ビオ
ラ川崎 福原洋之

家族会から得たもの
～家族との協働・意見交換会～

(福)若竹大寿会／介護老
人福祉施設わかたけ富岡 福尾恵子

私の大切なもの (福)三育福祉会／特別養
護老人ホームシャローム 豊田浩之

デイサービスで始めた「腹臥位療法」
みんなに効果が期待できる機能訓練

(福)藤嶺会／介護支援
センターあけぼの会

高橋秀行／松下
秀明、菅原雪惠

なぜつくる・どうつくる地域のネット
ワーク

(福)ユーアイ二十一／
特別養護老人ホーム太
陽の家

伊藤優子／千葉
順子

〈介護技術発表・優秀賞〉

演　題　名 法人名／施設名 発表者
食事・介護食 (福)相模福祉村／特別養護老人ホーム縁ＪＯＹ 池上透、小松美貴

排　　　　泄 (福)横浜市福祉サービス協会／横浜市福
祉サービス協会南介護事業所 高倉香、北村麗子

更　　　　衣 (福)ワゲン福祉会／特別養護老人ホーム
ワゲン新横浜 齋藤慶太、三竹紀美子

転倒発見時の対応 (福)敬愛／特別養護老人ホームけいあい
の郷緑園 當間雄二、久我美智子
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パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

デ
ー
タ
に
動
画
・

音
声
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
発
表
の

内
容
や
手
法
も

年
々
厚
み
が
出
て

き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
傾

向
の
中
で
、
第
十

回
大
会
で
は
人
材
育
成
や
介
護
・
医
療
職

と
の
連
携
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
発
表
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
医
療
機

関
で
導
入
さ
れ
て
い
る
プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ

ッ
プ
（
先
輩
職
員
が
一
定
期
間
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
指
導
者
と
な
っ
て
、
新
人
職
員
の
育

成
を
行
う
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
事
例
や
事

業
所
間
交
流
の
事
例
、
た
ん
吸
引
や
褥
瘡

（
じ
ょ
く
そ
う
）
治
療
に
か
か
わ
る
看
護

職
と
介
護
職
の
連
携
等
の
発
表
は
、
多
く

の
参
加
者
の
注
目
を
集
め
、「
自
分
の
施

設
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
そ
う
」
な
ど
の
感

想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
今
大
会
よ
り
導

入
さ
れ
た
介
護
技
術
発
表
で
は
、
十
二
組

二
十
四
名
の
発
表
者
が
、「
食
事
・
介
護
食
」

「
排
泄
」「
更
衣
」「
転
倒
発
見
時
の
対
応
」

の
四
部
門
に
分
か
れ
、介
護
技
術
を
発
表
。

実
技
型
の
発
表
と
い
う
新
し
い
試
み
に
、

多
く
の
参
加
者
の
関
心
が
集
ま
り
、
会
場

は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
発
表
者
か

　

去
る
七
月
五
日
、
パ
シ
フ

ィ
コ
横
浜
に
て
、
第
十
回
か

な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大

会
を
開
催
し
、
介
護
現
場
の

最
前
線
で
活
躍
す
る
高
齢
者

福
祉
従
事
者
、
介
護
・
福
祉

を
志
す
学
生
等
、
二
千
名
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、高
齢
者
福
祉
を
担
う「
人

材
確
保
・
育
成
・
定
着
」
を
目
的
に
、
本

会
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
立
ち
上
げ
た
実
行
委
員
会
が
企
画

し
、
平
成
十
五
年
の
第
一
回
開
催
へ
と
つ

な
げ
た
も
の
で
す
。

　

開
催
当
初
は
、
思
っ
た
よ
う
に
参
加
者

や
研
究
発
表
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
集
ま
ら

ず
、
五
十
題
の
発
表
に
と
ど
ま
る
な
ど
、

運
営
面
に
課
題
を
抱
え
た
時
期
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、〝
自
分
た
ち
の
た
め
の

研
究
大
会
〞と
し
て
、改
め
て
そ
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
形
式
的
な
式
典
の
廃
止
、
学

生
の
発
表
参
加
と
参
加
費
無
料
化
、
単
独

で
開
催
し
て
き
た
就
職
相
談
会
の
統
合
等

の
工
夫
を
重
ね
、発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
の
内
容
で
は
、
介
護
保
険
制

度
改
正
等
を
中
心
に
、
高
齢
者
福
祉
の
動

向
を
反
映
し
た
テ
ー
マ
に
関
心
が
高
ま
る

一
方
、
発
表
者
も
新
人
職
員
か
ら
施
設
長

ま
で
、
多
様
な
立
場
や
職
種
へ
と
広
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
表
に
用
い
ら
れ
る

新
た
な
高
齢
者
福
祉
の
創
造
を
目
指
し
て

〜
第
10
回
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
開
催
報
告
〜

十
七
法
人
・
九
十
二
ブ
ー
ス
）、
協
賛
企

業
に
よ
る
介
護
用
品
・
福
祉
機
器
等
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
（
二
十
八
社
・
三
十
二
ブ
ー

ス
）
も
設
置
さ
れ
、
い
ず
れ
も
過
去
最
大

規
模
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
高
齢
者
福
祉
従
事
者
や
教
育
関

係
者
等
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
、
全
十
回
の

大
会
で
、
延
べ
千
二
百
九
十
三
題
の
発
表

を
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
か
な
が

わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
は
、
今
後
も
本

県
の
高
齢
者
福
祉
・
介
護
福
祉
の
最
前
線

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

☎
045

－

311

－

１
４
２
４

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

介護技術発表の様子

ら
は
「
客
観
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
初
心

に
返
る
こ
と
が
で
き
た
」
等
の
感
想
が
聞

か
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、
今
後
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
継
続
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ

り
課
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
優
れ
た
技
術

の
共
有
化
や
自
ら
の
介
護
の
振
り
返
り
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
次
大
会
で

の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
介
護
技
術
発
表
と
関

連
さ
せ
た
、
田
中
義
行
さ
ん
（
（福）
ひ
ま
わ

り
福
祉
会
）
に
よ
る
「
根
拠
に
基
づ
い
た

介
護
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
八

※ホームページに大会プログラム等を掲載しています。
　URL http://www.kanagawafukushitaikai.jp/index.html
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県社協新役員・評議員紹介
◇ 理事＝山口信郎（県保護司会連合
会）、戸塚英明（相模原市社協）
◇ 評議員＝赤間源太郎（相模福祉
村）、中山茂、田邊冨士雄（以上、
県保護司会連合会）、石井元二（相
模原市社協）、佐藤信雄（厚木市
社協）、鎌田良一（神奈川新聞厚生
文化事業団）、岩澤正俊（県保健
福祉局地域福祉部）、小野間重雄
（県市長会）、三科清高（県町村会）

役員会の動き
◇ 理事会＝７月27日（水）①正会員の
入会申込み②評議員の選任③各種
委員会委員の選任④政策提言委員
会の設置⑤平成23年度県社協一般
会計補正予算（案）
◇ 評議員会＝７月25日（月）①理事の
選任

新会員紹介
【経営者部会】（福）幸会、（福）川崎
大師福祉会
【施設部会】山辺保育園、さいわい
保育園、特別養護老人ホーム幸園、
介護老人福祉施設藤沢愛光園、特別
養護老人ホームゆとりあ、らいらっ
く保育園、mai！えるしぃ、市場保
育園、特別養護老人ホーム田谷の里、
至誠館さくら乳児院、かたつむりの
家、あけぼの

福祉のしごとを知る懇談会
（地域開催）のご案内　　　
　毎回２名の福祉施設職員が、福祉・
介護の仕事内容や日々の仕事から感
じるやりがい、就職活動の体験談な

どを語り、参加者の疑問に答えます。
◇ 日時＝①９月21日（水）午後１時～
午後４時、②10月11日（火）午後１
時～午後４時
◇ 会場＝①ハローワーク横須賀、②
横浜国際福祉専門学校
◇ 対象＝福祉・介護の仕事に関心の
ある方ならどなたでも
◇定員＝各回30名（要事前申込）
◇参加費＝無料
◇申込方法＝参加希望日・氏名・連
絡先を電話、ファクスまたはメール
◇ 問合先＝本会かながわ福祉人材センター
　☎045－312－4816　℻  045－313－4590
　E-mail jinzai@knsyk.jp
※講師等詳細はホームページ掲載
　URL  http://www.knsyk.jp/
　　　 jinzai/index.html

2011年度社会福祉士実習指
導者講習会開催のご案内　
　厚生労働省からの委託を受け相談
援助実習を行う、実習指導者の資質
向上を目指して実習指導者講習会を
開催します。
◇ 日時＝12月17日（土）～18日（日）
◇場所＝ウィリング横浜
◇ 受講資格＝次の①と②を満たす
方、①社会福祉士、②現に実習指
導者として従事しているか、もし
くは実習指導者になろうとする者
◇ 受講費＝日本社会福祉士会会員１
万円、非会員１万5000円（入会手
続中は会員扱い）
◇ 申込期間＝９月１日（木）～16日（金）
◇ 申込方法＝所定の申込書により、
郵送またはファクス
◇ 問合先＝㈳神奈川県社会福祉士会
事務局

　☎045－317－2045　℻  045－317－2046
※ 開催要項等はホームページ掲載
　ＵＲＬ http://www.kacsw.or.jp

平成23年度福祉車両助成
公募のご案内　　　　　

　県内において社会福祉法に基づく
第１種及び第２種社会福祉事業を行
う、社会福祉法人・財団法人格を有
する施設・団体に対し、福祉車両助
成の公募を行います。
◇ 応募期間＝９月１日（木）～20日（火）
◇ 応募方法＝８月８日（月）～９月20
日（火）の間、下記いずれかのホー
ムページをご覧ください。

　ＵＲＬ　http://www.kykk.com
　　http://www.kykk.com/fukushi
◇問合先＝神奈川福祉事業協会
　☎045－322－2012

寄附金品ありがとうございました
〈一般寄附金〉脇隆志
〈子ども福祉基金〉佐藤和成、山田
美和
〈ともしび基金〉内田靖夫、かざぐ
るまの会、沖山英子、高橋民雄、関
野光枝、太田雄造、自然環境保全セ
ンター、吉野聖子 （合計169,763円）
〈寄附物品〉横浜市立折本小学校５
年１組、神奈川県定年問題研究会 

（いずれも順不同、敬称略）

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

地域福祉（ともしび）推進助成金
申請受付中!

◆助成金15万円以内
　⇒12月末まで随時申請受付

◆助成金16万円以上
　⇒ 12月末まで２回申請受付
【問合先】本会ともしび運動推進担当
☎045－312－4813
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年
間
の
自
殺
者
数
が
三
万
人
を
超
え

続
け
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
推
移

す
る
中
、
自
殺
予
防
や
自
殺
者
親
族
等

に
対
す
る
支
援
が
施
策
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
遺
族
を
支
援
す
る
民
間

の
団
体
も
生
ま
れ
、
そ
の
多
く
は
「
死

に
た
く
て
死
ん
だ
の
で
は
な
い
、
自
ら

死
を
選
ぶ
し
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
意

味
で
、自
死
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。

今
回
は
、
自
死
で
子
ど
も
を
失
っ
た
家

族
を
支
援
す
る
自
助
グ
ル
ー
プ
「
あ
ん

じ
ゅ
」
代
表
の
南
山
み
ど
り
さ
ん
に
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

遺
さ
れ
た
家
族
の
苦
し
さ

　

自
死
で
子
ど
も
を
失
っ
た
家
族
は
、

喪
失
感
だ
け
で
な
く
、
罪
悪
感
や
自
責

の
念
を
抱
え
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
家
族
の
一
人
で
あ
る

南
山
さ
ん
も
、周
り
に
責
め
ら
れ
た
り
、

自
分
自
身
が
許
せ
な
か
っ
た
り
と
、
長

い
間
苦
し
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
々

を
丁
寧
に
生
き
よ
う
と
思
え
た
時
か

ら
、「
少
し
で
も
同
じ
よ
う
な
体
験
を

さ
れ
た
方
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ

れ
ば
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
、
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
て
い
る
方
の
相
談
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
自
死
遺
族
の
支
援
を

行
う
全
国
組
織
に
も
関
わ
る
一
方
、
そ

う
し
た
活
動
の
広
が
り
を
願
い
、
昨
年

十
月
に
「
あ
ん
じ
ゅ
」
を
結
成
し
ま
し

た
。

生
き
て
い
く
た
め
の
支
援
を
し
た
い

　

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
存
在
を
失

っ
た
時
、特
に
子
ど
も
を
亡
く
し
た
り
、

身
近
な
人
を
自
死
で
亡
く
す
経
験
を
す

る
と
、
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
の
深
い
悲

し
み
を
抱
え
ま
す
。
再
び
生
き
て
い
こ

う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
、
心
の
中
に
閉
じ
込
め
て
い
た

自
ら
の
気
持
ち
を
、
安
心
し
て
、
繰
り

返
し
何
度
も
語
っ
た
り
、
誰
か
に
聞
い

て
も
ら
え
た
と
い
う
実
感
を
得
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
同
じ
経
験
を
し
た
者
同

士
で
語
り
合
え
る
場
は
、
そ
う
し
た
機

会
と
し
て
と
て
も
重
要
で
す
。し
か
し
、

同
じ
経
験
を
し
た
者
だ
け
が
考
え
、
寄

り
添
え
ば
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

苦
し
い
と
い
う
こ
と
を
言
え
ず
に
い

た
人
が
、
よ
う
や
く
苦
し
い
と
言
え
た

時
、
相
談
窓
口
な
ど
最
初
に
つ
な
が
っ

た
場
面
で
の
一
つ
ひ
と
つ
の
対
応
が
と

て
も
大
切
と
南
山
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
相
談
だ
け
で
な
く
、
地
域
、

学
校
、
職
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
お
い
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
生
き
る
支
援
、
生
き
て
い
く
た
め
の

支
援
を
し
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
笑
顔

や
幸
せ
の
輪
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と

い
う
南
山
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
が
、

「
あ
ん
じ
ゅ
」の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

（
市
町
村
社
協
支
援
・

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
担
当
）

笑
顔
や
幸
せ
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

Hot

自
死
遺
族
支
援
自
助
グ
ル
ー
プ
「
あ
ん
じ
ゅ
」

発
行
日　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）８
月
15
日　

毎
月
１
回
15
日
発
行　
　

発
行
所　

〒
221

－

０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
045

－

311

－

１
４
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
045

－

312

－

６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

鈴
木
和
夫　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

「
福
祉
タ
イ
ム
ズ
」
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

kikaku@
knsyk.jp

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

防火管理者の皆様へ 消防用設備等点検時には無償で点検推進指導員を派遣し
防火管理者の立会を支援いたします。

（財）神奈川県消防設備安全協会
 ☎　０４５－２０１－１９０８

　９月１日は「防災の日」です。1923年（大正12年）に関東大地震
が発生した日であり、地震防災等に準備をしてもらうために、1960
年(昭和35年）に閣議了解により「防災の日」とされました。行政や
公共機関、民間企業だけではなく、自治会・自主防災組織等で防災
訓練が実施されますが、皆さんもこの機会に家族の方々と防災会議
を開き、近所の広域避難地（場所）や危険な場所を確認したり、避
難袋の中身を確認しましょう。

家族防災会議を開きましょう！
（執筆）神奈川県温泉地学研究所　杉原英和次長

消防用設備の
安心を保障します

広
告

かながわ
情報

思いを語っていただくためにも、ただ
聴くだけでなく、気持ちに寄り添って
対話することが大切という南山さん

〈避難地（場所）のマーク〉

　「あんじゅ」は、電話や来
所による相談を中心に活動し
ています。まずは、お電話に
てご相談ください

活動日：毎月第２木曜日
◆電話相談
　午前11時～午後１時
　☎045ー312ー1121（内3502）
◆来所相談
　午後１時30分～午後３時30分
　かながわ県民センター15階
　第２相談室
　参加費500円（お茶・資料代）
ホームページ
http://www1.c3-net.ne.jp/anjyu/
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